
 

 

 

 

 

 

 

第 1923 回例会  

平成 29 年 7 月 10 日(月) 
12:30～ 海南商工会議所４F  

決算(監査)報告、予算案審議 100％出席表彰 

 

１．開会点鐘       

２．ロータリーソング   「我等の生業」 

３．出席報告 

会員総数 41 名   出席者数 25 名 

  出席率 60.98 ％  前回修正出席率 68.29 ％ 

 

４．会長スピーチ       会長 中西 秀文 君 

本日はご案内のとおり決

算報告・予算審議および出

席 100％表彰を行う予定で

す。よろしくご審議の程お

願い致します。 
さて、 近一番印象に残

っている出来事は、公式戦

のデビュー以来不敗で 29
連勝と連勝記録を塗り替え

た天才中学生棋士、藤井聡太四段(14 歳)で、7 月 2 日

(日)佐々木勇気五段(21 歳)との 11 時間半に渡る死闘

で連勝記録は止まりました。今後タイトル戦での活躍

が期待されます。 
建築家であり、多数の建築と文学に関する著書で知

られる名古屋工業大学名誉教授、若山滋さんが、「将

棋は日本の誇る格闘技、聡太とひふみんの文化論」と

題し、話をしています。それにしても、中学生藤井聡

太四段の快進撃によって、レジェンド加藤一二三九段

が脚光を浴びるところがおもしろい。加藤九段は少し

変わっていると思っていたが、今はそれがテレビで受

けて出ずっぱり。天才聡太がタレントひふみんを生む

とは人生何が起きるか分からないものだ。筆者は、子

供の頃将棋が好きだった。イギリスとアメリカに滞在

中はチェスの仲間に入れてもらって溶けこめた。似て

いるので将棋の好きな人はすぐ覚えられる。今は囲碁

に凝っているし、そういうボードゲームが好きになっ

た。テレビゲーム(ゲーム機、スマホを含め)に夢中に

なる子供(大人も)を批判できない。ボードゲームは一

種の格闘技であろう。人間は戦争はやりたくないが、

戦うことは好きなのだ。特に格闘技は人間形成の役に

立つ。「ルールのもとに一対一で相対する」ことは人

間関係の基本である。社会的地位や経済格差などは無

視される。つまり自己本能がむき出しになるのだ。そ

の覇気と忍耐のある条件下で 善の方策を探ること

で相手に対する尊敬の念を学ぶことができる。反対意

見もあるだろうが、日本人は柔道、剣道、空手のうち

一つと、将棋、チェス、囲碁のうち一つを修得すべき

ではないか。殴り合いや殺し合いなど残忍なテレビゲ

ームにはまることも減るだろう。若者には、精神の鍛

練となり、高齢者にはボケ防止となる。人間はやさし

いだけでは生きられないのだ。 
将棋は、インドのチャトランガが元だという。これ

が西に伝わってチェスとなった。東に伝わって、タイ

ではマークルックとなり、インドシナ半島にはこれと

似たゲームが多い。中国では象棋となり、日本では将

棋となった。チェスからマークルックまでは駒が「像」

であり、ルールも似ている。中国の象棋と日本の将棋

は駒が「文字」でありルールも似ている。相手の駒を

取って自分の駒に使うのは日本だけだ。そのために駒

を五角形にして方向を変えることができるようにな

っている。 
著者はこれが実際の戦争や文化に似ていると思う。

というよりその国の文化がゲームに反映されている

のだ。東南アジア、インド、ヨーロッパは「彫像」の

文化で、宗教建築が「石造」である。チェスでは駒を

取り合って 後にはお互いの王と他の駒一つだけ残

ることが多い。もちろん一つでも残っている方が勝つ

のだが、盤上は殺伐として寂しくなる。大陸の戦争で

はやたら敵を倒すことに似ている。またクイーンがや

たら強いのも特徴だ。日本の将棋は、相手の駒が自分

の駒になって生き返る。常に盤上がにぎやかでそれが

ゲームに奥行きを与えている。戦国時代など敵対相手

がコロット味方になるのはよくあることであった。思

想や宗教にこだわらず、過去を水に流して新しい時代

に対処するのは太平洋戦争の戦後にも顕著であった

と言っています。 
連勝は止まったが、一人の少年がこれほどのブーム

をつくるとは。同じ日、都民ファーストの会が東京都

議選で圧勝した。一人の女性がこれほどのブームを作

るとは。今後どうなるか楽しみにしたいと思います。 
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５．幹事報告                 幹事 阪口 洋一 君 

和歌山西ＲＣ 7 月 26 日（水）→7 月 26 日（水） 
18:00～ 魚菜八風 

 和歌山東ＲＣ 7 月 27 日（木）→7 月 27 日（木） 
18:30～ ダイワロイネットホテル 

ルミエール ビアーティ 
 
６．決算報告・監査報告、予算案審議 
○決算報告         直前幹事 山畑 弥生 君 

○監査報告      会計監査 岸  友子 君 
○予算案審議     幹  事 阪口 洋一 君 
 各説明後、審議の結果、決算報告及び予算案を全会

一致で承認いたしました。 
 
７．100％出席表彰 
 
42 年 宮田 敬之佑 君     29 年 木地 義和 君 

27 年 岩井 克次 君       26 年 小椋 孝一 君 

26 年 谷脇 良樹 君       26 年 山東 剛一 君 

24 年 深谷 政男 君       21 年 桑添  剛 君 

20 年 花田 宗弘 君       17 年 山畑 弥生 君 

16 年 寺下  卓 君       16 年 上野山 雅也 君 

13 年 中西 秀文 君       12 年 阪口 洋一 君 

1 10 年 魚谷 幸司 君        8 年 大江 久夫 君 

  8 年 千賀 知起 君        7 年 中村 俊之 君 

5 年 田岡 郁敏 君        4 年 重光 孝義 君 

 
８．閉会点鐘 

次回例会 

7 月 17 日（月） 祝日休会 

7 月 24 日（月） 第 1923 回 例会  

12:30～ クラブ協議会 

 
 
 

 

 

赤松 昭二 君  奈良に帰り、高校の同窓会に出席

しました。和歌山の近況報告し、

楽しく過ごしました。 
田岡 郁敏 君  ７月９日（日）、子供がプールに出

かけましたが、急な雨のため、び

しょぬれになりました。 
 

 

 

 

 

ロータリーとは 

職業・国・文化が異なる 120 万人の会員から成るネ

ットワーク、ロータリーは、草の根の活動とグローバ

ルな取り組みを通じて変化を生み出しています。 

1905 年にシカゴで創設されたロータリーは、110 年

以上、さまざまな職業をもつ人や市民のリーダーが会

員となり、その経験と知識を生かして社会奉仕活動や

人道的活動に取り組んできました。識字率向上、平和

構築、水と衛生の改善など、幅広い分野で持続可能な

影響をもたらすために、ロータリーの会員は毎日、世

界のどこかで活動しています。 

ロータリーは、一人のアメ

リカ人のビジョンによって始

まりました。その人の名は、

ポール･ハリス。シカゴで弁護

士として働いていたハリスが、

世界初のロータリークラブ

（シカゴ・ロータリークラブ）を設立したのは、1905

年 2 月 23 日。さまざまな分野の職業人が集まって知

恵を寄せ合い、生涯にわたる友情を培うことのできる

場をつくることが、ハリスの夢でした。 

私たちのモットーは「超我の奉仕」 

ロータリーはその基本理念を土台とした価値観（奉

仕、親睦、多様性、高潔性、リーダーシップ）を大切

にしてきました。 

ロータリーの活動 

切迫した問題が山積みとなっているこの世界で、私

たちは単なる傍観者ではなく、自ら行動する責任があ

ると考えています。ロータリーは以下の分野に重点を

置いて活動しています。 

・平和の推進・疾病との闘い・水と衛生・母子の健康 

・教育の支援・地元経済の成長 

 

 

 

 

 

ロータリーはここが違う 

地元密着の活動：人と人とのネットワークを生かし

て、地域の真のニーズを見極め、課題に取り組んでい

ます。 

多角的なアプローチ：さまざまな職業やスキルをも

つ人たちがアイデアを寄せあい、世界や地域がかかえ

る問題に対する独自の解決策を見出します。 

倫理を大切に：責任をもって粘り強く活動し、その場

限りではなく、持続可能な成果をもたらすことを目指

しています。 

ローカルとグローバルで変化をもたらす：ロータリ

ークラブは世界のほぼすべての地域に存在し、それぞ

れが独自の活動を行っています。 

地元の町や世界を

より良くしたいと願

うロータリーの会員

は、ニーズに応える

解決策を見つけ、即

行動します。 

会員、パートナー、サポーターなど、さまざまなか

たちで私たちの取り組みにご参加ください。ロータリ

ーで必要とされるのは、より住みやすい世界のために、

時間とエネルギーを捧げようという意欲と行動力で

す。 

クラブ会報・広報・雑誌・IT 委員会    委員長：村田 宏之  副委員長：中村 俊之  委員：寺下 卓  田岡 郁敏 


